
第25号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年（柑94）日月

ね層
り
ま
の
文
地
均

委月食育教区馬

会　教　育　課

練
社

（文　化　財　係）

℡3993－1111内線7141

〒176練馬区豊玉北ト1㌢1

助
教
授
　
藤
井
英
二
郎
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

先
生
は
、
自
作
の
資
料
を
使
い
な
が
ら
、
庭
園
の

歴
史
や
種
類
に
つ
い
て
の
講
義
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、
「
分
か
り
や
す
い
説
明

だ
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

区
内
・
都
内
の
文
化
財
等
を
訪
ね
て

文
化
財
係
の
事
業
に
は
、
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
責
重
な
文
化
財
等
を
と
も
に
訪
ね
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
こ
の
春
と
夏
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
わ
ガ
ま
ち
再
発
見
－
散
歩
道
を
歩
く
I
L

こ
の
事
業
は
、
区
内
の
文
化
財
等
を
巡
る
も
の
で
、

例
年
、
春
と
秋
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
7
月
3
日
に
そ
の
1
回
目
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
平
成
つ
つ
じ
公
園
を
出
発
し
て
、
広
徳

禅
寺
・
十
一
ケ
寺
・
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ
な
ど
1
0

箇
所
の
文
化
財
等
を
め
ぐ
る
約
“
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で

し
た
。当

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
午
前
9
時
の
出
発
時
に

は
1
4
4
名
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
財
等
に
つ
い
て
は
、
学
芸
員
と

郷
土
資
料
調
査
員
が
説
明
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
万
々
は
、
暑
さ
に
も
め
げ
ず
熱
心
に
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

2
日
目
の
実
地
見
学
は

「
文
化
財
講
座
し

こ
の
事
業
は
、
講
義
と
見
学
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
、
今
回
は
「
江
戸
の
庭
園
－
現
代
に
お
け
る
そ

の
価
値
を
さ
ぐ
る
－
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
7
月
7
日

・
8
日
の
両
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

区
報
で
参
加
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
非
常
に
多
数
の

応
募
が
あ
り
、
抽
選
倍
率
は
6
倍
を
超
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
1
回
目
の
落
選
者
を
対
象
と
し
た
同
じ

内
容
の
講
座
を
、
8
月
2
日
・
3
日
に
催
し
ま
し
た
。

講
義
は
、
庭
園
の
専
門
家
で
あ
ら
れ
る
千
葉
大
学

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
　
「
中
島
の
御
茶
屋
」
に
入
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
の
方
々
は
、
前
日
の
講
義
の
内
容
を
生
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
に
あ
わ
せ
て
見
学
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

ま
た
希
望
者
は
、
近
く
に
あ
る
「
旧
芝
離
宮
恩
賜

庭
園
」
に
も
訪
れ
ま
し
た
。
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所
沢
道
－
そ
の
2
1

道
し
る
べ
と
庚
申
塔

文
化
財
保
護
推
進
員
　
瓜
生
　
　
清

董

「

重

み

所

沢

道

（

旧

早

稲

田

通

り

）

が

杉

並

か

ら

区

内

に

は

い

り

、

拡

幅

さ

れ

た

千

川

通

や

環

状

8

号

線

を

渡

る

と

急

に

道

が

狭

く

な

る

。

旧

態

を

と

ど

め

な

が

ら

屈

折

し

て

北

西

に

向

か

い

、

保

谷

駅

ま

で

区

内

約

5

・

3

キ

ロ

、

神

田

多

町

か

ら

2

3

キ

ロ

余

り

の

行

程

で

あ

る

。

所

沢

道

に

関

す

る

区

内

の

石

造

物

は

数

少

な

い

が

幸

い

に

も

す

ぐ

近

く

の

井

草

八

成

一

帯

に

は

、

弘

法

大

師

巡

拝

の

「

石

神

井

道

」

「

東

（

新

二

尚

野

道

」

な

ど

の

道

し

る

べ

が

多

く

、

貴

重

で

あ

る

。

伽

下

井

草

3

－

2

8

寛

保

元

年

庚

申

塔

。

「

右

志

や

く

じ

道

・

南

中

の

道

・

う

し

ろ

お

そ

の

い

道

」

㈲

下

井

草

2

－

3

4

文

化

9

年

地

蔵

。

「

堀

の

内

、

雄

司

ケ

谷

な

ど

。

裏

面

に

志

ん

こ

う

や

道

」

㈱

井

草

2

－

1

6

角

の

地

蔵

堂

。

左

の

ブ

ロ

ッ

ク

塀

に

は

さ

ま

れ

文

政

1

1

年

「

右

志

や

く

じ

道

」

㈲

井

草

2

－

2

4

八

成

小

学

校

西

前

の

庚

申

堂

台

座

、

寛

保

元

年

「

右

た

な

か

道

、

左

し

ゃ

く

じ

道

」

寛

政

5

年

供

養

碑

「

是

よ

り

右

、

新

高

野

道

」

等

。

環

状

8

号

線

付

近

か

ら

分

か

れ

て

北

上

し

て

い

た

田

中

の

長

命

寺

道

は

、

8

号

線

に

並

行

し

た

た

め

多

く

廃

道

と

な

っ

た

が

、

途

中

の

旧

田

中

村

名

主

門

、

旧

琵

琶

橋

付

近

の

み

あ

い

橋

・

長

光

寺

橋

な

ど

は

保

存
新
設
さ
れ
た
。

車
の
激
し
い
所
沢
道
の
バ
ス
停
、
石
神
井
1
丁
目

の
青
楓
ス
ト
ア
角
か
ら
分
か
れ
る
西
の
道
は
、
天
祖

神
社
（
寛
文
の
男
女
名
庚
申
塔
）
南
の
湿
地
に
沿
う

道
で
、
幕
末
ま
で
一
ッ
橋
・
田
安
脚
の
お
借
場
「
お

鷹
番
所
」
の
水
路
。
ス
ト
ア
角
の
元
禄
9
年
庚
申
塔

は
、
工
事
の
た
め
昭
和
4
9
年
三
宝
寺
へ
移
転
。

さ
ら
に
森
の
坂
下
公
園
を
右
に
見
て
進
む
と
、
道

は
急
に
北
へ
曲
が
り
旧
石
神
井
用
水
の
小
橋
に
出
る
。

暗
渠
上
の
小
道
と
な
っ
た
が
、
角
の
小
橋
屋
自
転

車
店
三
田
川
坪
は
、
江
戸
期
の
高
札
場
と
郷
蔵
跡
（
年

貢
米
保
管
と
備
荒
貯
穀
）
で
あ
る
。
こ
の
辺
は
大
師

信
仰
の
石
神
井
道
の
中
心
で
、
上
鷺
宮
福
蔵
院
・
中

村
南
蔵
院
・
谷
原
長
命
寺
・
上
石
神
井
三
宝
寺
・
下

石
神
井
禅
定
院
な
ど
の
巡
拝
で
帰
る
人
の
方
が
多
く
、

神
田
・
新
宿
へ
の
出
荷
や
下
掃
除
の
往
来
で
茶
店
も

あ
っ
た
と
か
。

石
神
井
川
（
関
川
）
に
架
か
る
豊
島
橋
（
大
川
橋
）

を
渡
る
。
北
話
に
貴
重
な
「
石
橋
供
養
碑
」
宝
暦
1
0

年
は
遠
く
三
河
国
書
良
庄
か
ら
村
の
内
外
ま
で
の
寄

付
で
造
立
。
明
治
中
期
の
橋
改
修
の
と
き
禅
定
院
門

前
に
移
し
（
写
真
1
）
、
昭
和
末
の
山
門
改
修
以
後

所
在
が
不
明
に
な
っ
た
。

禅
定
院
付
近
は
中
世
よ
り
立
地
条
件
が
良
い
た
め

村
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
三
宝
寺
も
田
中
の
観
蔵
院

も
石
神
井
合
戦
前
ま
で
は
こ
こ
に
在
っ
た
と
い
う
。

禅
定
院
は
元
禄
の
隆
普
代
の
前
後
よ
り
庚
申
信
仰

の
中
心
で
あ
る
。
試
み
に
半
径
2
キ
ロ
の
円
内
に
区

内
元
禄
期
の
庚
申
塔
3
0
基
の
半
分
が
道
立
さ
れ
て
い

る
（
区
内
全
体
で
庚
申
塔
1
0
3
琴
区
部
最
多
）
。

ま
た
元
禄
1
6
年
、
一
村
挙
げ
て
庚
申
結
衆
僧
俗
2
0
0

余
人
の
名
を
刻
し
た
梵
鐘
は
戦
時
中
供
出
。

庚
申
待
衆
か
ら
光
明
真
言
話
中
へ
、
さ
ら
に
昭
和

初
ま
で
晩
秋
の
施
餓
鬼
講
に
は
、
近
在
の
老
若
群
衆

し
て
夜
を
徹
し
て
舞
い
踊
っ
た
と
い
う
。

寺
の
右
を
大
き
く
曲
が
っ
た
あ
た
り
が
『
江
戸
名

所
図
会
』
所
収
、
長
谷
川
雪
旦
画
の
挿
絵
の
所
。

こ
の
こ
ろ
、
御
府
内
八
十
八
箇
所
巡
拝
と
共
に
文

人
の
遊
山
往
来
も
多
く
、
所
沢
道
（
石
神
井
道
）
や

諸
道
よ
り
石
神
井
邪
を
訪
れ
紀
行
文
を
残
し
た
。

禅
定
院
門
前
左
の
西
の
道
が
所
沢
道
で
、
道
場
寺

・
三
宝
寺
・
氷
川
神
社
・
釈
迦
本
寺
先
ま
で
伸
び
る

真
っ
直
ぐ
な
道
は
大
正
震
災
後
の
新
道
で
あ
る
。
こ

の
た
め
旧
道
は
禅
定
院
す
ぐ
先
の
∽
よ
り
南
に
大
き

く
半
円
し
て
再
び
新
道
に
出
て
横
断
し
、
住
友
グ
ラ

ン
ド
の
崖
下
へ
通
じ
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
入
口

2
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か
ら
僅
か
5
0
m
は
戦
後
塞
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ

の
間
の
北
崖
上
に
元
禄
4
年
の
庚
申
塔
が
あ
る
。
こ

の
先
の
道
は
舗
装
さ
れ
て
新
道
に
出
る
が
、
農
協
前

の
バ
ス
通
り
や
蛍
橋
は
戦
後
の
開
通
で
あ
る
。

さ
ら
に
三
宝
寺
前
信
号
を
南
に
渡
り
、
将
軍
家
光

お
鷹
狩
の
御
成
徳
寄
り
の
道
の
先
よ
り
、
北
に
直
角

に
登
る
坂
道
が
あ
る
。
石
神
井
城
西
の
空
壕
跡
と
も

言
わ
れ
、
新
道
に
出
る
途
中
の
釈
迦
本
寺
裏
西
か
ら

蛇
行
し
て
登
る
道
で
あ
る
。
葦
分
名
主
三
千
坪
の
屋

敷
跡
で
あ
っ
た
が
廃
道
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
屈
折
し

た
道
は
大
泉
か
ら
南
下
す
る
バ
ス
道
と
交
差
す
る
角

が
庚
申
塚
で
あ
る
（
写
真
2
）
。
元
禄
5
年
の
庚
申

塔
や
、
正
徳
元
年
の
真
言
塔
、
享
保
1
9
年
の
廻
国
塔

の
3
基
や
、
元
文
5
年
の
庚
申
待
講
の
灯
籠
な
ど
が

あ
る
。
通
行
す
る
地
域
の
年
配
の
人
々
が
掌
を
合
わ

せ
去
っ
て
行
く
姿
に
感
銘
し
た
。
さ
ら
に
西
へ
進
む

と
視
界
が
開
け
て
屋
敷
林
と
畑
と
な
る
が
、
真
北
に

折
れ
る
と
富
士
街
道
に
出
る
。
西
へ
5
0
m
の
バ
ス
停

を
北
に
横
断
す
る
と
、
宝
永
3
年
の
地
蔵
立
像
堂
裏

よ
り
い
よ
い
よ
狭
い
道
は

屈
折
分
岐
し
て
、
大
泉
第

二
小
学
校
南
の
小
名
水
溜

の
低
地
を
経
て
保
谷
駅
に

た
ど
り
着
く
。

保
谷
駅
か
ら
先
の
古
道

は
、
新
座
栗
原
で
清
戸
道

に
合
し
、
久
留
米
－
上
清

戸
－
下
安
松
－
所
沢
と
な

る
。か

つ
て
木
綿
の
市
が
盛

大
で
あ
っ
た
。
一
方
、
富

士
街
道
よ
り
七
道
の
継
立

場
田
無
宿
の
北
西
の
所
沢

道
は
、
明
治
9
年
に
は
県

税
指
定
と
な
り
多
く
活
用

さ
れ
て
き
た
。

至　上石神井駅

く写真2〉

▼－‾†▼‾‾‾　旧早稲田遭・所沢遣

所沢遭旧道

A　　　　石造物・庚申・地蔵

9　　　　バス停留所

環状八号

ー3－
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貧
し
き
半
農
半
面
の

農
民
生
活
と
適
っ
た
道

文
化
財
保
護
推
進
員
　
鈴
木
　
曹
元

《
沢
庵
漬
け
》
は
庶
民
が
副
食
と
し
て
い
た
。
そ

の
た
め
1
0
月
か
ら
翌
年
の
10
月
ま
で
、
一
月
ご
と
に

食
す
る
よ
う
に
四
斗
（
7
2
リ
ッ
ト
ル
）
樽
の
中
に
、

干
し
た
大
根
、
米
糠
、
塩
、
そ
の
他
で
沢
庵
漬
け
を

作
り
保
管
し
「
沢
庵
漬
け
・
大
根
・
野
菜
」
を
売
る

必
要
に
な
っ
た
時
、
牛
込
御
門
、
日
本
橋
、
神
聖

飯
田
橋
に
売
り
に
行
っ
た
。
そ
の
帰
り
に
下
肥
と
生

活
用
品
を
買
っ
て
き
た
。

江
戸
時
代
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
は
、
大

八
車
に
沢
庵
樽
を
2
つ
3
つ
乗
せ
て
下
練
馬
村
（
練

馬
区
桜
台
2
－
1
）
か
ら
江
古
田
二
又
（
練
馬
区
旭

丘
1
－
7
5
）
二
又
（
豊
島
区
南
長
崎
2
－
4
）
目
白
、

千
畳
世
橋
、
雑
司
が
谷
（
目
白
台
2
－
1
0
）
を
左
折

し
清
土
坂
（
せ
い
ど
ぎ
か
）
を
下
り
護
国
寺
よ
り
音

羽
道
に
入
り
江
戸
川
橋
、
大
曲
、
飯
田
橋
、
九
段
に

行
っ
た
。

帰
り
道
は
江
戸
川
橋
か
ら
音
羽
道
で
、
目
白
坂
を

上
ら
ず
、
護
国
寺
を
経
て
清
土
坂
を
上
っ
た
。
清
土

坂
で
は
、
祖
父
（
明
治
1
8
年
生
ま
れ
）
は
、
小
学
4

年
生
の
母
（
明
治
4
3
年
生
ま
れ
）
が
夕
方
の
4
時
か

ら
6
時
に
皐
の
後
押
し
に
来
る
の
を
待
っ
て
こ
の
坂

を
上
っ
た
。
そ
し
て
雑
司
が
谷
、
目
白
、
江
古
田
二

又
を
通
っ
て
帰
っ
て
き
た
。

昭
和
1
8
年
、
私
は
自
転
車
に
リ
ヤ
カ
ー
を
付
け
て

リ
ヤ
カ
ー
の
上
に
祖
父
を
乗
せ
て
飯
田
橋
貨
物
駅
に

荷
物
を
取
り
に
行
く
と
き
、
江
古
田
二
叉
、
二
又
、

目
白
、
雑
司
が
谷
、
清
土
坂
、
護
国
寺
、
音
羽
、
江

戸
川
橋
、
大
曲
、
飯
田
橋
貨
物
駅
（
現
エ
ド
モ
ン
ド

ホ
テ
ル
）
に
着
き
、
四
斗
樽
2
個
を
受
け
取
り
、
大

曲
、
江
戸
川
橋
、
音
羽
、
護
国
寺
、
清
土
坂
（
こ
の

坂
を
上
る
に
は
下
肥
桶
5
つ
が
限
度
）
を
通
っ
た
。

清
土
坂
の
坂
道
は
祖
父
の
後
押
し
で
上
っ
て
雑
司
が

谷
、
目
白
、
二
又
、
江
古
良
二
叉
と
帰
っ
て
き
た
。

目
白
坂
は
農
民
が
上
り
下
り
し
て
い
な
い
と
私
は

思
う
。「

八
の
釜
」
湧
水
地
は
「
杏
の
芦
か
？

文
化
財
保
護
推
進
員
　
石
　
井
　
轟

区
内
の
湧
水
地
も
都
市
化
と
共
に
減
少
し
、
現
在

で
は
数
カ
所
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
比
丘
尼
公
園
の

東
側
、
八
の
釜
憩
い
の
森
の
湧
水
地
も
そ
の
数
少
な

い
中
の
一
つ
で
あ
る
。
今
年
の
猛
暑
続
き
の
天
候
の

中
で
も
枯
れ
る
こ
と
な
く
、
水
量
は
少
な
い
が
こ
ん

こ
ん
と
湧
き
だ
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
湧
水
地
名
を
「
八
の
釜
」
と
呼

ぶ
人
も
あ
り
「
谷
の
釜
」
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。
区
の

公
園
緑
地
課
で
は
、
八
の
釜
湧
水
地
と
し
て
説
明
板

を
建
て
、
昔
こ
の
付
近
は
八
か
所
か
ら
湧
水
し
て
い

た
の
で
、
八
の
釜
と
呼
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
昔

は
湧
水
し
て
い
る
場
所
を
「
釜
」
と
呼
ん
だ
。
現
在

は
二
か
所
は
確
認
で
き
る
が
、
昔
八
箇
所
も
あ
っ
た

か
ど
う
か
走
か
で
は
な
い
。

一
方
「
谷
の
釜
」
と
呼
ぶ
根
拠
は
、
昔
こ
の
あ
た

り
の
土
地
は
、
小
字
で
「
谷
（
や
）
」
又
は
「
谷
ツ
（
や

つ
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
明
治
1
0
年
旧
橋
戸
村
地

租
台
帳
に
は
字
「
谷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

明
治
40
年
に
は
、
白
子
川
下
流
の
水
車
仲
間
八
軒
か

ら
、
こ
の
「
谷
ツ
」
の
湧
水
を
利
用
す
る
た
め
に

「
字
谷
の
田
地
を
池
地
に
変
更
願
」
が
出
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
こ
の
「
谷
」
又
は
「
谷
ツ
」
か
ら
の
湧

水
な
の
で
「
谷
の
釜
」
と
呼
ん
だ
の
だ
と
い
う
。

ど
ち
ら
の
呼
び
方
も
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
る
と

思
う
が
、
要
は
、
今
後
こ
の
湧
水
を
見
学
な
さ
る
時

こ
の
よ
う
な
二
通
り
の
呼
び
名
が
あ
る
こ
と
を
想
起

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
年
毎
に
稀
少
に
な
っ
て
く

る
湧
水
を
か
ら
す
二
七
な
く
み
ん
な
で
大
切
に
保
護

し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

※
参
考
文
献
大
泉
農
協
四
十
年
史
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